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る aldrinと dicl(lrjnの招ノ)を♪,I)I-DDT のそれ

と此柁したとこ7),･W,Qp'致死の点に.13いて a7(1rJ'nは

1･,I)I-I)1汀 の'Tll7∫.LT･.tlicl(けinは:Jl.'日.L..:の描ノ)をし

めした｡
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nttIrin.lnd dieldrin lo I)lZl).･lCOrthet･̀1mrnOn

hotJSC･nl｡Squito,CILlexp:pie/tSt.L7Y.PaEZcl.･SCoqui-

lieu, were tested Compared with the of
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4 除虫菊有効成分 の変質に関す る研究 第 1邦t 勝山純即.近水けJ.W･,申J.'Jfit.千.･'(大 日本

除虫菊株式会社 研究所)30.1.31.受理

除虫菊有効成分 Pyrethrinsの定塁に関して "晃の Pyrethrins"と "見掛けの Pyreth-

rins''に就いての諸問題を検討する目的<,除虫菊乾花中の Pyrethrinsの分布,開花朕熊を

異にする除虫菊乾花中の Pyrethrins含丘及び牧丘の関係等を Polarogmph法並びに βeil

変法に依 り検討すると同時に,一方生物試放法により Pyrethrinsの定見を行った｡その結果

雨化学的定正位の申 Polarograph 法の伍の方が Seil変法のそれよりも生物実根の結果と

よく一致した｡

除虫瑞JJ一効成分の化学は近'.F一急速な進歩をとげた｡･

即ち4和顎の殺虫成分の柄芯が決起されると共に現緑

物質が合成さ7L.特に;E･の中のallc!1-rinは拓純圧の

ものが工業的にEli匪され共用化されてゐる｡又極めて

困難であった天然物の分別,桔判も臼.FRの ester態の

ま1殆ど純粋に近いものが容易に得られる枝になった｡

一方有効攻分の疋出払は初3lJ]に捉賓されたもの 中ゝ,

seil法(1),水銀還元法(℡', がいくらかの改訂を加へ

られ乍ら20年後の今日でも広く1Ⅰと界的に宍用されてゐ

ろ｡我国でも Seil変法が公定法として用ひられてゐ

ろ0)og焦し之等の方法は何れもJJ.潤 現をZlt.jLfiとL夫々

の PyJ･ethrinsに逆井するものであるが,上記訂線色姥

〟.pyrctllrins叉は allethrinを之等の方法で分析す

るとcstcrをなす alcohol成分も同時に分解され,

その一部はiJJ'俄現と行動を共にし,定立伯に加算され

るので之呼のL,lJrl'iurCl土木質的に避け矧.､矛盾を含ん

でゐろ叫がuJlにされた(J･5)0

新 しい･ji!L.L･法としてJlと近 cthylenediamineに依つ

書本研究を行ふに…'17)獅恕灼な榊柑111.を賜った武居

教授,大野助放校及びJli的:pて碑を行って拭いたIF<沢経

穴lllJ士:こ搾謝する.併せて阿礼 はJJ,):b付,小沢V)

;.2㍍rの御伽])に対してLhll,CLは.･T<ナる｡

て加水分解される茄朽蛍を1'ltも I･:DA法,¢'特殊の試薬

による三色を Z'lmto･ekCtTiccolorimetbi による方

汰 ,(7･8･9)紫外h'tの吸収を .ql)ccfrophotomc'Lerによっ

て出る)J-･払, Un･ll)或は水野滴下電極下に放ける固有

の還元牝の班F.']-に依 る polaroLqrraph法(ll',5)等の従

来とは全くR.ったものが提案されてゐるが,之等の新

しい宕立法に関 してはEDA法は依然菊懐を基を唯 とす

るものであり,coloration或は absorl)encyを測る

方法は明確なJIs準物質 との関係が茄されてゐない部と,

火碓する物門のぷ壬T.tを受けろ(ll)こと呼のJi.:(.'n!rltJな検

;iLlに欠けてゐ7Jが,I)0hrO.Lrr.･tI,h班は L･SILLr･.fLW<計ら

もIJ)でf',11性の放;iitlがfilよれてゐ7川 は ,71fTll性があっ

て)池辺な!.I.･己に於で陀花,料, エ キス呼 のIL;(料小の

pyrcthrinsを',とL7日-ち-JJ'･tl…としてはTL;(n!rttJに他 のII.I

jLの方法よt)も位ってゐ,-J｡

かような pyrethrinsの化学の,'a迎 な遊脚 こ対 して,

除虫菊工業に於ける加工上の諮問辺は今塞お矛掛 こ砧

もた従来の概念に立脚 してゐる｡我々はpolarograph

法に依 り 英̀のpyretI一rinsと見掛けの pyrethrins"

に関する諸問題を再検討する目的を以て,先ず以下に

述べる様な除虫公･:･JZ花小の pyrethrinsの分布及び開

花状態 と pyrcthrins合.Iui･,収並の関係を Seil変紘
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に映るものと併せて行って=,三の知見を得たので以

下JTB'i次拭ifI'･すること すゝる｡

水仙 こ放ては除虫ZJ.J'陀花車の Pyrethrinsの分相及

び絞出yJ.の開花状態 と pyrcthrinslRi丘のBg旅に就い

て1rJた相月とを従来の除虫菊花花の処理法に結びつけて

紘.?.Jした｡

(1) 除虫残別宅花中の Pyrethrinsの分布

路地を矧 こする除虫菊の硫開花を選別し,注志して

:(･LSI(achcnes), 舌状花 (rayflorets)等に分けて

その申に於ける pyrethrinsの分布をfLq'iELiL法で円放

討 した｡

(a) p｡lar｡graph法に依る結矧 ま子房巾に totai

pyrethrinsの86-1J0%を含み,叉槌めて吐かではあ

るが舌状花 管状花,才と托,及び総屯等にも含まれて

ゐる｡この点は Seil変法でもrlJ-Jじ出光で あった.

GnadingerCorュ.Ill),武rEl･等(15) の失政と,叉 Ch-

andler(16)が花の各部分に分布する pyrethrinsをそ

の oilghndや sccretoryductから従物学的に勧黙

した結氷とも一致する.即ち総 pyrethrinsの90%に

近い玉は;手跡 tlに合まれでゐると云ふ従来の研究は

po】arographicallyにも円碓認された｡I

(b)脚立tr話法に依る tohlpyrcthrir)Sの比率を

決めて見ると大きな変動が見られる｡之は花の晶和,

生育の柑迎に依 t)polymerizedpyrcthrins, resin

邦の他から加水分解によって生 じた-範'軟性の酸性物質

のi;!･;哲がまちまちである為に,酸のLJ王立iLに2.忘礎を斑 く

seil変法の'jif出結米にlJ.抑 ナの pyrethrinsの加第度

が災るためと.RT.ふ｡互!に従来の定法法に依ると普通の

血矧 こ校べて Pyrethrins-Ⅰの合有出が多いと云ほれ

てゐる帖殊品種の収雄後1年を経過したもの,即ち試

料 No.A4の場合には比の比率は明に或って居て,両定

出払に依る延故伯rLuには非常な大きな開きがある｡

(ii) 柑殊品位の新TE及び古花の pyrcthrins合和良

上冨i!(I)の(b)の鴻矢を托かめる為に N0.4と同一

ll..lfuTiのもの ｣新花と古花数点を用 ひてその pyreth-

rinL5台LJj-L3:を両定泣沈で検討した｡その括弧 ま研花に

放てはlJj'jii旋法共に抗い 1)yrcthrins伯を'7示し,文相

i/I:の比韻ミも潜血,,'･2花とgi.らなかった,然るに古花では

SL･il変肱は依然拭いtotaトpyrcthrinsを示し,似秀な

品柚であるとIL放し守Fはるのに対し,同じ試料を poh-

rograph比で川岬にEjE出すると tota1pyrethrinsは

非常に低い結梨を示した｡比の系統に属する研古合せ

て11点の試料に就て云ひ得る事は何れの宅立法に依っ

ても,新花の時は高い pyrethrinsを含んでゐたもの

が外的及び内的条件に依って1ケ年後に古花として取

扱はれるgiには非常な pyrethrinsの損失を来し,令

迄はr'ji!故地の欠陥の為めにそのtJl矢が気づかれずにみ

たものであるO従って比の系統に属するものは花花伽

IO
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存法に就て新 しい方法を採用するか,L剣士H･1rJ)に抽Lu

して了ふ必安がある.

(3)特殊品税の化学IjifTuTi･と生物試験

前記特殊l冒屈 の収位後 1ヶ年提出 した1;･2:花を n-

hexancで抽出し,乾花と拙LiI物中の l'yrct1-ring.をi.ri

分析法で捕捉 し,両分析法に伐る抽LiS物IJlのlJyrCth-

rinsを α-dトtrans-allethrin.を韮畔地門としてイエ

バ千を用ひて生物試験を行った処 pohrograph法に

伐ったものは先に長沢(17)の報告した方法に伐って‡;I:

山した理論指数に近い出来を示したのに対 し,Seil変

法によったものは理論指数の1/2の効-jJLか,--jtさなか

つ?=O即ち斯かる系統の品校 の polarogTal'h淡の'jH
iii･位は古花でも信用しiir7Fるが Seil変法の'jaL上肢は非
':rlYIに過大な見掛けの pyrethrin主が加32:されてmをLylt

き孝三Itj:い叫が生物学的に諜=Lrされた.

(4) 開花状態 と pyrcthrins合有出

広島県央試島唄部支場 (因島拍認非)●で同系統の除

虫菊品位を同一別場で,同じ管理の下に伐増 し,GJTq花

状態の迩むにつれて採取 したものを試料としてi榔己iii

法で分析を行った,i;だから全閉に到る迄,仰附くのmLi

増加と共に作内に学芸拭される Pyrethrinsも増加する

が全開を朔点として佃作の詔鼓及び pyrcthrins含LJJ

,出は減少する｡この恥 まGnadingefetal.(1出)a.I..A(19)

及び Chandler(16'.の oilglands小に識tIほ れる oil
が開花と共に多くなって全閉時には Oilchamherが
oilで満されると云ふ枯物学的な観乾きとも一致す る｡

･然 し両記法位を詳細に対比すると polarograph淡に

伐る totalpyrcthrinsLLlitLseil変法に伐る Iolal

pyrcthrins伯の比率は開花程比の進むにつれて大 き

くなり,全閉をFi.点として叉下降する｡･この恥ま弧

二分呪 或は凋落花中の pyrethrinsを Seil変法で

定娃する?lfは多くの見抑 ナの pyretl-rinsを加1njLで

ゐる叫を物語ってゐる.

●臭 一 験

定 立 方 法

(a) Polarograpll法

1'ohrograph法はα-dl-trams-allethrin(mpGO.lJ

-i-)1.00)をは'呼物 質として川ひた,試料を40meSh

に粉押 し,1)etroleum ethcr(hp35li'J(Jo)で一花iiE

hliL,Soxhlct的山器で5時間朝川した後,油川液

を5Oo以下の温浴小で減圧下に pctrolcumelhcrを

沼去し直ちに ethanolを加へて一定出とし 暫時放

斑段上泣液をとり電解液を調製した｡

電解液の組成

ethanol r,Q%
M/5tetramethylammonium I)r｡mi｡e-10,00,

bu斤ersolution(pH3) 40%

+広EI.;県出汎 比喫部玄以 (囚E?.iTfi正非)のLl'n沢畑
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電解液小の pyrcthrinsの氾蛇 約10×10~lrnol

galmnOmetL･r -i.IJxl0-10A/cm/m I

C.lPillary m:0.7778111g/scc

t.I4.TthcC/(Jrol)

sencil)ility 7/loo

temp. '1･-)土O.lJO

a-(lトtmns-allc(hrinの氾蛇 と淡苗 との関係は

Fig.1に77.･す如くで故苗 yの近度 xに対する回田Ttf

税を決めると次の桜であるo

y=ご0.4372x+0.042

.1式 に於けろ右辺節二頂は0に近く殆ど尻点を通る市

税と九枚し叩る｡

8
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u
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一tTB
叫aLt
a･tt:･t
t

5 10 15 20

concentmtion(10-4M )

Fig.1.7ミelationbetlVeenlVal,eheightsand

concentrationsofa-dトtmns-allethrir).

huffersolution添加按班もに水菜を速流し,30分

枝 polarogram を粒 E),駁前を次の様にして測定し

た?poiarogramの振幅の中点を結んだ曲税の脚汝電

流の切税に平行に前定常部分に切放を引き之flJ-:二田軸

がt:T押 還元圧の切税となす交角の二等分班と曲弧との

交点の沌砿正郎を以って故苗とした｡猶 p.vrethr･ins

の分子比として pyrethillI,∬及び cinerinI,Jの

SV･均分--(･Jlt:Hlを川 ひ,α-dltrams-allethrln と

I)yrcthrinsとの班訂.7の関係くら)は考慮しなかったO

(1)) Scil変地 (modincdSeil'smethod)

Seil淡に改変を加へた邪Tllhd等(31の方法に伐ったが

pycrthrinsI,ⅠのW.Lljには夫々pyrethrinL cin-

crinI,及び pyrcHlrin∫,.cincrinl の平均分子

流を川ひた｡

生 物民放
除山yJlェキスを閃'Lf血沈に伐 る机 に従ひ,大 々

deodorizedkcrosencで-延氾蛇に和訳し, i:T抑物

節 20 怨-I

質としてα-dl･tmns･.llJcthi-1n(mp50.5～31.00).の

同一潰皮折液を川抄で,以下に比べろ様なyl'比によっ

てknockdo､ynを別た.災験袋mlはCarnr!T･cllSulli-

vanの･metalturn-table装'ultに改変を加へたもので,

即ち高さ43.5cm 内盗20.0cm のガラス胡円田の下

カ:,.Bにガラスの滑蓋を碗んで高さ15.0cm,内径･･14･8cm

のガラス湘ポットをとりつけ,このポットにイエバェ

を入れてガラス円筒の上端 よ り長沢(17) の考案した

=ttomizcrを川ひて試料折液を噴萌したo噴署時間は

3秒でqf2htm始後1O抄で大きな等滴が凡そ界壁に凝着

する時にガラスの附E)丑を引いて細t､誘滴のみを供試

昆虫上に落し,搭1{仰蛇する出数を時間の対数で等間

隔に記巌 した｡ この紬黙よt)JRに長沢(17)が報告した

相対れ･効蛇指数,即ち α･(ll-trams-alletムrinの効

･JJを1とした pyrcIJlrinsI,Aの効力を夫々 1･47,

2･1rJを笹として附wt.を行った｡

(1) 除虫射陀花小の pyretI汀insの分布

1953年拡応爪軌 盟主Eull･Fr:.,及び北海道産の除虫菊

陀花の巾から大きさの凡そ揃った亮即日花の粒全個体を

-T一見 管状花 T;･状花及び花托.紘屯 (位宜上花托と

紘-,臼は分跳せず)ゐ四部に式別Lr"larograph法及

び Seil変淡に伐 t)･jB托した, その結果は Table1

及び2に/7示したo

seil変法では手跡 と5g.苛状花,貯状花及び,花托

紘懲 ま夫々50g,全花は1T,gの抑 陀 探って定量 した｡

以上 Tablel及び2に777.･ナ如く二定足法共品種及び

綻地に伐 り布部L.JI･.のT.'l】に pyrcthrins合畳に多少の岩

;.Ri.を生じたが仰 Lも-T･FJ部に大部分の pyrethrinsが

恥 flLてゐるO叉叫,jil出払に伐 る totalpyrethrins

の比判 ま花の.V.私 生育の相違に依 り大きな変動を示

した｡

(2)特種品種の新花及び古花の pyrethrins合前瀧

特殊品種の収位後1年を経過したもの即ち試料4の

純正坑肱に伐る totalpyrcthtinsの比判 王TnhlC2

に訳した如く'luLのものとgi.ってゐろOこの叫を-A!にW,≡

めるためにF.],LT.相の同じlotのものに北き数点托耽 し

て,それを1.I.j法で'ji!JJlしたがjE･の約9さは T･17)lC3に

,戻す通()である｡

此の系統に/院Lするものは Scil変･u:は研IE(No.[7,
6)でも古花 (No.7,8,9,1O,ll)でも㍍い Pyreth-

rins債を元すが polarograph法では研花は高 く古花

は非馴 与低い結果を示し,収雄後 1ヶ年問に非常な

pyrcthrinsの損失を来してゐる｡

(3) 4.fi殊品種の化学定TliLLと生物試験

中.rj殊晶輔の一つで ある TalJle3の試料 No.丁を

n-hc.Yancで拙LhL, エキスを作った｡このエキスは

17
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Tablel･Distributionofpyrethrinsindried pyrethrum LIotyersdetcrmin.ed by･the
polarograpllicmetllOd.

sanlPIc I､m M∴. .?_a_T !? Total ･1)ys･mg.in l'ys･distrib.

put.:-iI:cid Iw; TI:ist̀ ::;rd;?Lt7三n (aE,yss.･%, fvarh註 eflrEo.C;V;e･rs inraec?iCohn%

Table2.Distributionofpyrethrinsin.dried pyrethrum 8olVerS'determinedby the
modi丘cdSeil′smethod.

Pys･mg. Pys. ′1'otal

wt.M｡ist.Seil'smethod Total Ratio in,acet?ch Pii.sFl;zu- pryast･i.70'
Pys-I Pys-1IPys. Pys-I/ fromlOO eachfra- Polaro･/

20' % (a))S.%)(ab≦.形)(abs.形)Pys-ⅠIg.whole ction Modif.
月owers % Seil.
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Table3･r)iffcrcnccofpyrethrinscontentsofasinguhrspceicshchlでCnthencIVCrops
.ln(1tllC ｡nC yL･.･lrSt｡rL･d.

SampleNo.

producetI

Pohro.

Moist. mclhod

T.P.V.

AlodifiedSeil′snletllt.
correctedp∫s.al)S. 形

PysJ Pys一日
Tottll
pys,eo'

】く.ltio

PohrO/
/lTodi.Scil.

polarograph法で5.5.1%,.Seil

変法で PyrethrinsI 3.65%,

pyrethrins甘5.43%,totalpy-

rethrins9.03%を示 した,この

エキスをfAq定立hriで夫々 100ccrfJ

に250mgの pyrethrinsを含む
様に deodorizedkeroscneで秤

Tat)le5.Theoreticalrnedhnequiv.llcntoEr)yrethrinscalculated

hythemetho(IofOilVaetTLl.(コ)

polarographicmethod ModiticdSeil′smethod

mg･/100cc･e-q～霊 霊 nt mg･/100cc･ cT.eleial:nt

16.,I)..'31 0.0740 100.rl0 0.5909

84.60 0.7410 14!I..EljO 1.:!Un6

2.-)0.00 1.71T)∩ Tln.OO 1.州りr)

pyrethrinsI

訳して代試液とした｡I.･.J腔準物毘 PyrethrinsⅡ

としては α-dトtrans-allethrin Totalpyrethrins

(mp50.5-51.00) を同一漬蛇に

deodorizedkeroseneで和釈したものを川ひた｡前

記の方法たよt)イ工,.'ェに対する試験な行ひその結1さ

から夫々中央致I落下仰転時間及び α-dl･trans-alle-

thrinを1.000とした場合の小火当迫を決めるとTahle

4のごとぐごある｡

polarograph法によるE'ii読ltT:からScil変法の py-

TethrinsliJL'をお し引 く印によって近似値的な

polarograph法による pyrethrins I朋を3r_Luする

大芳子等(ち)の方法に従ひ弼定見法に伐る2つの仇-H液

100cc巾のpyrethrinsI,正の故を夫々井LuL,光に

長沢の和仏.･した印対布効指数(17)によって夫々の a･

rll･tr;tns-allcthrin2;-)Orngに対するFj-))の理論的を

;):めると Tnhle5の様になるo

Table4.AledianknockdolVntimeofa-dl･
tr;ln.q.lllcH1rinandpyrethrins,and median
equimlcntofr)yrethrirlSCOmpared withα-

(ll-tmns-aHclhrintoadultsofthecommon
hotlsclly,^TIISCL日 tOmPStl'cavicL'naMacq.

芸7:eilfn cA三eu%aaTent

Lr･dl･trans･:11lcthr王n

pyrcthrin.ihy
po)aroJrraPhicmctho(I

pyre(hrinshythe
modifiedSeil'smctllOd

177.83see. 1.000

120.2.1 1.47!)

190.Thl 0..qiH.

以上'.'っの供試液の小火当fltのジミEĵillt'((T:lhlc4)

と理論帖 (TableT,)の比を;I:めるとpolarograph法

に依ったものは0.86で班諭指数に近いyl'-爪を売した

のに対し,Seil変法に伐ったものは0.47で理論指数

の1/2の効力しか示さなかった｡即ちブ折かる特殊品軽

の polarograph法の他 ま所謂古花でも信を泣き得る

が Seii変法の倍は疑しい市が生物学的にも冥恕され

た｡

(4) 開花状態と pyrelhrins合-jl放
広見Lf,I.･怨IitETJ項部支切(HjfTJ7fJ'm井)で同系統の除

ik'JjJWJf･_Ti'ないトーTITJT切で同じ竹f!jAの111こ根上iT･し.mlE状

態の滋RJJにつれて珊 したものを的'jiIfa･法によt)位i;i:

を行った約月王は T.:thlcnに77:+ごとくである｡

雷から全閉に到る迄,mfイこのEI比増加に伴ひ体内に

蓄抗される pyrethrinsも担加し,全開を筑氏として

個体の謁量及び pyrethrins含有量は淑少しでゐる.

又 pohrograph法及び Seil変法に依 り得 られた

totalpyrethrins倍の比率は開花程度の進むにつれ

て大きくなE)全開を頂点として又下降の械向を戻して

ゐろ｡
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Table6･Tllepyrethrinscontentsatsveralstagesofemorcsccnce.

Plant
system Stageof
No･ del･elopment

Closedbuds

FirstrolVdisk
Lloretopen

20-126 2nndoraentdo3prednrow

Fullyopen

5daysafter
.fullyopen

12-76

Closedbuds

lstrolVdisk
t]orctopen

2ndrolydisk
L10rctopen

Fullyopen

5daysafter
Ifullyopen

wt･oflOO 慧 .'1慧 aT:o買rirfi;ecPedS,eil's rota,latTo.i形
･Moist･feoitiesrs T,0.I.aal,ど.yn___T ,～_｣ . I,6talPoll,0./

a7,:1.arZ･ pys-H ys-ⅠⅠ 'rpo;賢lPolaro･//Modif.SL･iI.% g.

10.53 .13.O

10.86 21.5

14.35 23.5

15.13 33.0

14.21 29.0

0.77 0.34 1.17 1.511

0.f)5 0.3(J 1.38 1.77

1.06 0.36 1.47 1.83

1.15 O.37 1.4LJ 1.86

0.89 0.33 0.99 1.32

鳩

6

t･S

nU

o

nU

9

nU

-√､リ

り一

qU

2

4

LhU

Lー

3

1

1

1

1

1

3

7

8

nU

1

9

ハU

l

ハソ】

0

0

1.
､
l

1

1

nU

9

1

6

LnU

3

=q

4

4

3

0

o

0

0

0

l∂

.1

l/

l

LJ

6

9

1

4
一

CO

0

o

l

1

.ハU

5

2

5

5

3

13

25

28

30

㌘

CO

6

1

3

nU

nU

9

8

0

nU

O

ハU

0

0

CU

1

1

1

1

50

61

74

8
.

肥1

八U

o

ハU

ハU

0

結 論

(1)除山-̂J･J'乾花中の PyrCthrins分布及び除虫-gu'開花

吹.qiとpyrcthrinslR丑を polarograph法及び Scil

変班に伏 E)泣出したが,その結凪 ま之迄の学者達に伐

って1r.]られた結I米と概念的には略一致した｡

A(2)幣泡の晶阻 こ校べて.pyrethrinsⅡの倉並が多い

と云ほれてゐろ柑殊nr.11矧 ま研花の時は両分析法共高い

tohlpyrethrins梢を;7;すが pohrograph法では非

Irlt･','に低いh'iを示し,これは生物試験の結果とも一致し

たo即ち今迄は泣泣沈の欠陥のためにその択矢が気づ

かれずにゐたものであり,従ってこの釆続に院するも

のは乾花保存上考慮する必要があるO

(3)除虫菊開花状態と pyrethrins倉並の Polar0-

graph伯と Seil変法値の比執ま開花程度の進むにつ

れて大きくなり,全開を二晩氏として叉下降する｡この

叫はTl,I,二鈴咲,或は凋諮花小の pyrcthrinsをSeil

変比で氾iltする机 ま見掛けのPyrcthrinsを加算して

'ゐるものと考へられる｡
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1
】ミfsumt5

sincc the currentmethodofevaluationof

pyrethrinssllChasmercurryreductionmetllOd,
scil′smethodandAlodはedSeil′smethodesti一

matePyrethrins,notJ'nesterform assuchhut

frornderivedacidslVhich lead toinexactar)d

crroneol】S result including Lalsc pyrethr･ins,
propermethodofpohrogrLlphysholll(=)e.lPPlied.

The.luthors,aimingatrc-investigatingonthe

problem asto〃trucand i.1lsepyrethrins"hy

polarography,startedasen'csofstudiesdcscrト

bedI)elolV:

InthispIlperthefractionaldistri7)utionof

pyrethrjns.inthepyretI-rum flo､yersandthe

rehtionhctlVeCnthedegreeofcmorcscenceand

汀i'20 怨-I

pyrcthrin･qeonfcLnt･qll･CLrCStll(lic一日)yhnthpolaro一

gmphicandthemo【liLjc(ISeil′snlCtl10(]S.

(1)Th占restl]tsludicdonthe'HstrJ'hutionof

pyrethrinsindrJ'cdLlott･crCOin(･‡(lp(IWMIthose

orformerinvcstig.lIor,S.

(1))A spccJ'alspeciesorn(川でrSIYhichllnS

7)ccnconsideredtocontainrnorcPyrethrin･qI

th.lnOrdimr･ynolVerSIVaSShowntoh.ll,ChiJTh

Pyrethrinscontents.Whenfresh from drylngl

lVhileoneyearュater,low pyrethrinscontents

werefoundhythepolarographicmethod,howe-

verhighcontentslVerefoundbythemodiGed

Seil'smethod asbefore, and thebiological

LIS.qny:I.greedlViththeformer.

ThisdiLTercncc.qcemsduefodiscrep.lnCyOf

presentdetcrminntionrncthod.

(3) A;1tioofpyrethrins∩)ntCnlsatsel･eral

stagesofefnorc.qCrnCbfrh･cnhythepohrO.qmPIlic

mcthodtoIImthy themodiEie(ISパ1′.inlCtho.･l

rliminished.lStheLIL)lVCrS(lcl･Clor)C(Iconlhl.Lrlo

minimum.ltfllllh7()om;tn(I)'n(､rぐ.lSCH.

Stlldiesonthedegradationofpyrethrins･甘.YoshioT(̂TUD̂,T.i(hyoslliTzh-･､M,yl･O

andI(i)LichiN K̂AS川^(lくesearchL'a7)oratoryof1)ainipponJolytJfrjFruCo.1.ttI.)T(PrL･il･erl

J.ln..71,1[).I)･-).Bo'yTL-Kagohw,20,21(19{)･I,).(With冗n月.lishrL<stlme･,iiJE;)

5.除虫菊有効成分 の変質に関す る研究 第 H朝や 勝江If.･包即,班木･Hl机 小f]'J行.I.･･(大[川こ

除虫菊株式会社 研究所)30.1.3L 受理

除虫菊有効成分 pyrethrinsの変質特に太陽光掠,熱及び松野に依る寮手管を polarograph

法及び Seil変法に依 り比較椋討 した｡その結果異の変質 (polarograpIl法の垣)は従来考へ

られてゐたものより更に激しいものである串を知った｡

除虫菊の有効成分 pyrefhrinsが時間の経過 と共に

相当TILLLの変質を示 し,詔:fJを失,;､印は多数の研究者遠

に伐ってnJ]にされて東た.pyrethriDS淀fJLLL灘 の研究

が週むに従ひ化学的,生物学的両方-lnから軽々検討さ

れ llnrtzell&Wilcoxon(1)は日光,紫外娘及び熱に

伏 E)除山ZJJH･'ZIE中の pyrethrinsが践粍する堺を明に

した,その筏GnadinFrCr&Corl,(2)-Martin&Tat-

Icrsficl(),t3日(]'l)Crt(1'城は武居等(･5)は夫々興った方

比で PyrCthrjnsの変TI, 分脈を研究 して同様の相月ミ

を宇'.比 ｡然 し之t･l:の研兜著述がJTJひたEB立法は懐を恭

ifr!.とする旅･llli,矧 土(･nrh｡nyl?.r;の還元力を利月け る

此色･il三であって,何れも多Jl.L･の比拭けの Pyrethrins

半本7W･兜を行ふにき■=)桝恐P,な仰相称を賜った武伊

軟投,大rl･助教授にfT瀞 する｡併せて岡本,陀JJ,I:a
札 小沢の紙茄の御助力に対 し瓢tEを式する｡

を併せ定量 してゐるので分解の柄杓は間違ひない とし

ても分解の度合に就いてはmを招き和ない｡pyreHll

rinsの'ji!流法に就いては希柾の新 しい方法が距;-指さ

れてゐろが,著者LP･:はTJfmlPJに於て比べた様なfTi州

で PO1.･lrOgraPh比に伏って PyrCthrinsの交'L7,分

解を円検討 し.F''JPかこ我詞の1)ま行公'Ji3'ji3TL.i-･11-{亡あ る

Seil変池の も仰･せて行ひ此柁 した,

本掛 こ於ては太陽光粗 相 こ紫外弧 温蛇,及び除

虫菊乾花の榔 掌に依る黒変の影嘗劉こ就いて検討 した.

(1)太陽光投,特に紫外税に依るpyrethrlnsの変質

除虫菊エキスを太陽光税 に100日間照射 した場合,

花F;称 こ榊 1.たものは褐色ガラス管及び普遍ガラス管

に'jざれたものに校べ克之も変質が撤 しか った｡特 に

Polaro.qrmph法 に伐ると何れの容器でも初托那こ撤 し

..r71


